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区政報告
ニュース

先
日
、
荒
川
区
清
掃
審
議
会
が

開
か
れ
、
横
山
区
議
も
委
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
減
量
・
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
」
は
、

社
会
全
体
の
持
続
的
発
展
に
と
っ

て
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
で
す
。

23
区
の
最
終
処
分
場
＝
新
海
面
処

分
場
（
都
管
理
）
は
、
50
年
し
か

持
た
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

埋
立
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

問
題
は
、
ど
う
や
っ
て
ゴ
ミ
を

減
ら
し
、
ゴ
ミ
を
無
く
す
か
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
生
産
活
動
と
生
活
ス
タ
イ
ル

を
探
求
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
区
の
ゴ
ミ
減
量
計
画
は
、
各

家
庭
で
の
排
出
抑
制
と
再
生
＝
リ

サ
イ
ク
ル
だ
け
が
数
値
化
さ
れ
て

い
ま
す
（
左
図
）
。

し
か
し
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑

制
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
に

つ
い
て
は
、
事
実
上
ゴ
ミ
減
量
計

画
に
は
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
。

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
と
い
う
負
の
サ
イ
ク
ル
を
生
産

面
で
も
生
活
ス
タ
イ
ル
で
も
変
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
本
に
あ
る
拡
大
生
産
者
責
任
＝

製
品
の
最
終
処
分
ま
で
生
産
者
に

責
任
を
持
た
せ
る
制
度
の
確
立
が

必
要
で
す
。

荒
川
区
産
業
展
で
は
、
荒
川
区
新
製

品
・
新
技
術
大
賞
を
受
賞
し
た
製
品
の

紹
介
を
は
じ
め
、
き
ら
り
と
光
る
区
内

事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
「
奮
闘
」
の
成

果
を
見
る
こ
と
が
で
き
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
入
り
口
に
受
賞
製
品

の
写
真
や
解
説
が
掲
示
し
て
あ

り
ま
し
た
（
詳
し
く
は
２
面
）
。

元
々
区
内
の
製
造
業
は
、
一
部

を
除
く
と
下
請
加
工
と
と
も
に

製
品
で
は
か
つ
て
の
地
場
産
業

で
あ
っ
た
鉛
筆
な
ど
日
常
生
活

用
品
を
中
心
に
し
た
も
の
で
し

た
。
く
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
だ
け
に
、

大
企
業
に
は
出
来
な
い
製
品
の
発
想
も

出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
区

と
し
て
、
そ
う
し
た
環
境
整
備
と
し
て

「
産
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
的
な
機

能
が
必
要
で
す
。

横
山
幸
次

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 第２回荒川区新製品

・新技術大賞…など

４月６日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受け付けています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆荒川区新製品・新技術大

賞受賞製品と会場風景…

３つのＲをしっかり実施すべき時です…。

１．Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）・・・廃棄物の発生抑制

２．Ｒｅｕｓｅ（リユース）・・・・・・・・・・再使用

３．Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）・・・・・・再資源化



荒川区における製造業の推移
工場数 従業員数

２００１年 3,753 24,603
２００６年 2,945 19,415
２００９年 2,463 16,190
２０１２年 2,113 12,627
※01,06年事業所調査、09,12年経済センサス

免震装置のゴム製部品に性能不足とデーターの偽装があ

り、一部の自治体の庁舎なども利用していると報道があり

ました。かつての「姉歯 耐震偽装」を思い出しました。

荒川区の本庁舎も４年前に同様の免震工事を行っており、

大丈夫かと心配になって確認をしました。

結論は大丈夫。
荒川区の使った製品は、形状はほ

とんど同じですが、オイレス工業の

ＬＲＢというもので問題製品ではな

いようです。

それにしても万一の事態に多大な

人命に関わるだけに、メーカー責任

と国などのチェック機構も改めて問

われます。

その他の受賞製品

《優秀賞》
☆カテーテルチューブ溶着装置

MS-TK102

（精電舎電子工業株式会社）

☆印傳（いんでん）のような紙の

ブックカバー

（株式会社オフィスサニー）

《入選》
☆同軸2バケット自動ゆで上げシステム

（株式会社 富士工業所）

☆環境対応型太陽電池用バックシート

（東京尽陽株式会社）

※いずれも町工場らしい、生活に根ざし

た製品ばかりです…この全てにヒントが

区
内
製
造
業
・

町
工
場
の
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。

伝
統
的
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
荒
川
区

を
ど
う
す
れ
ば
今

日
的
に
再
生
で
き

る
の
か
大
き
な
課

題
で
す
。

そ
こ
で
今
回
の

第
２
回
荒
川
区
新

製
品
・
新
技
術
大
賞
受
賞
製
品
を
見
る
と
、

多
く
の
ヒ
ン
ト
が
そ
の
中
に
詰
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
生
活
に
根
ざ
し
た
製
品

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
具
か
ら
福
祉
、

医
療
機
器
、
食
品
製
造
な
ど
多
様
で
す
。

人
々
の
何
気
な
い
日
常
の
営
み
の
中
に
製

品
の
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

第
二
は
、
大
企
業
で
は
絶
対
ま
ね
で
き

な
い
「
町
工
場
で
、
小
回
り
が
利
く
」

「
個
別
の
高
い
技
術
力
」
を
ど
う
生
か
す

か
で
す
。
最
優
秀
賞
の
「
め
ん
も
」
は
、

レ
ー
ザ
ー
加
工
が
得
意
な
町
工
場
は
レ
ー

ザ
ー
加
工
技
術
、
糊
付
け
技
術
の
あ
る
町

工
場
は
糊
付
け
、
営
業
が
得
意
な
町
工
場

は
営
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
工
場
の
技

術
が
合
わ
さ
っ
て
作
ら
れ
質
は
圧
倒
的
に

高
く
、
他
に
は
ま
ね
で
き
な
い
と
い
い
ま

す
。
地
域
の
町
工
場
の
総
合
力
で
す
。

第
三
に
、
介
護
な
ど
社
会
的
に
解
決
す

べ
き
分
野
で
の
発
想
で
す
。
今
回
優
秀
賞

の
見
守
り
装
置
「
ネ
ッ
ト
ミ
ル
」
は
、
区

の
福
祉
事
業
で
あ
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
、
電
気
の
使
用
量
変
化
で
高
齢

者
の
緊
急
・
異
常
事
態
を
伝
え
る
装
置
と

し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
減
少
し
た
と
は

い
え
、
き
ら
り
と
光
る
区
内
町
工
場
の
技

術
力
は
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
総
合
力
を

ど
う
発
揮
す
る
か
今
後
の
課
題
で
す
。

《最優秀賞》折って曲げて文字を書かなく

ても想いが伝わる付箋「MENMOめんも」
（株式会社バックストリートファクトリー）

上下の小さなメモの部分と手足にそれぞれ糊

がついており、自由に折って、曲げて、人間と

同じようなポーズを再現することで、何も書か

なくても、気持ちを伝えることができます。こ

の製作には、レーザー加工を施し、型抜きでは

できない複雑なカッティング技術が活かされて

います。これにより、細やかで繊細なデザイン

とすることに成功しました。文字だけでは伝わ

らないことも、本製品を活用すると、相手に伝

わるかもしれません。(区のホームページより）

《優秀賞》低価格で利用可能な見守り装置「NetMil」Wi-fi

対応型、LTE対応型（志幸技研工業株式会社）

ネットミルは、独り暮らし高齢者家庭等での電力使用量の変化

を解析し、生活リズムが普段と異なる場合（異常が発生した場合）

に、家族等の登録したメールアドレスへ注意・警告・家電操作情

報（お元気情報）の案内を送信する装置です。加えて、電力使用

量から生活リズムをスマートフォン等で随時確認することができ

ます。本装置により、離れ

て暮らす家族が生活リズム

を把握することができ、さ

らに緊急コールボタンをつ

けることで、孤独死や事故

などの防止につながります。

(区のホームページより）


